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書評

須貝昭弘●

本書を読み終えた後，書棚から21年前に出版され

た『歯苦歯苦　歯槽膿漏激闘編』」を手に取り，当

時開業したばかりでこの本を読み感動したことを思

い出していた．開業当初，意欲ばかりが空回りし，

患者との関係やスタッフとの関係に行き詰まってい

た．この本の最大の特長である患者さんの体験記か

ら始まる内容は，悶々として毎日を送っていた筆者

の心を惹きつけた．そこに書かれていたことは，患

者さんが自分の病状を正確に把握し，どのような行

動を取らなければならないかを理解して実践するこ

と，その動機づけを行いしっかりとした結果を出し

ていく医院側の能力，その結果に対する患者さんの

満足と感謝の言葉などであった．このことはまさ

に，慢性疾患である歯周疾患を治療していくうえで

の理想的な患者―歯科医師関係であり，このような

関係を築くことが臨床家として最も重要であること

を学んだのであった．

今回，21年ぶりに書き改められた本書も前著と同

様の構成になっており，おそらくこれは著者（北川

原　健氏）が意図してのことだろうが，患者さん，

スタッフ，歯科医師と読み手によって感じ取るもの

が全く違う内容になっている．

患者さんが待合室で本書を手に取れば，歯周疾患

に悩む心の励ましになるであろうし，自分が何をし

なければならないのかを感じることができるに違い

ない．スタッフは，自分たちが普段何気なく患者さ

んにかけている言葉や行っている処置が，患者さん

にどのように受け取られているのかがわかる．また

思うように反応してくれない患者さんに悩むスタッ

フが読めば，自らの患者さんを思う強い気持ちと行

動が相手を動かすのであるということに気付くはず

である．歯科医師であれば，紹介されている症例が

いずれも長期に管理され安定しているものばかりで

あることにまず目がいくであろう．その間に行われ

た治療の内容も興味深いが，その後のメインテナン

スがどのように北川原歯科医院の中で行われている

のかも知りたいところであろう．そのあたりに関す

ることについて，著者は惜しげもなく既刊の論文や

著書で披露しているので興味のある先生は是非入手

して参考にされることをお勧めしたい．

本書では長期経過の中で，経過の思わしくない症

例も提示されている．強い力が原因の症例である

が，初診の状態から治療後の患者さんが喜んで何で

も食べられるという手記と，その後に補綴物が脱落

してしまうまでのドラマが2 ページの中に凝縮さ

れ，力のコントロールが今後の課題であることが示

唆されている．

筆者は十数年前から北川原先生と親しくお話をさ

せていただく機会に恵まれている．本書のように，

患者さんの体験記を組み込みながら歯周疾患に関す

る書籍を作製できるのは，北川原先生のお人柄ゆえ

のことであることをいまさらながら感じさせられ

る．気安く真似のできることではないが，あとがき

にある「どんな歯医者になりたかったのかが患者さ

んのお口の中に現れる」という一文にハッとし，後

半に入った臨床家人生にまた「喝」を入れられた必

読の一冊である．
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